
チタン系
硬組織機能材料の
研究開発

金属系生体材料、特にチタン合金について、

骨構造代替器具構成材料に適した合金の設計

とその材料加工、生体適合性に関して先導的な成

果を達成した。 これまで用いられてきた Ti-6Al-4V

合金では生体為害性のある元素が含有されているこ

とや、110 GPa のヤング率（弾性率）が生体骨の 30 

GPa と比較して著しく高いことに起因する骨吸収の問題を

克服するため、非毒性・非アレルギー元素からなる新規の低

弾性率生体用チタン合金の開発に至った。 その新規低弾性率生

体用チタン合金について紹介する。
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